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新たに発見された入唐日本人｢井真成｣墓誌とその初歩的研究
頁　麦明
(伊集院葉子･窪田藍共訳､矢野建一校訂)
要旨:唐代の墓誌は､唐代政治･経済･文化･軍事等の研究にとってきわめて重要な史料的価値
を有している｡西北大学が先頃蒐集した日本人井真成の墓誌は､中国で唯一発見された唐代日本
遣唐使または随員の墓誌である｡墓誌銘文を見ると､これが､金石文における日本国名の初出資
料であり､日本人井真成が死後贈官された官職も､宮廷の侍衛と関係していることに気づかされ
るのである｡
キーワード:墓誌､日本､井真成､尚衣奉御
2004年春､西北大学歴史博物館は｢贈尚衣奉御井府君墓誌｣一対を蒐集した｡墓誌は漠白玉の
石質で造られ､一辺の長さ39.5cm､厚さ10cmの正方形で､一辺37cm､厚さ7cmの斗形の青石質
の蓋で覆われていた｡誌蓋の上に｢贈尚衣奉御井府君墓誌之銘｣と家書されており､墓誌本体と
誌蓋はいずれも四辺に紋飾は施されていなかった｡墓誌面には升目が刻まれ､横12行､縦16字､
合わせて171文字の誌文が陰刻されていた｡墓誌銘の全文は以下の通りである｡
贈尚衣奉御井公墓誌文井序
公姓井､字真成､国号日本｡才称天縦､故能匠輪遠邦､馳晴上国｡踏礼楽､襲衣冠､束帯園
朝､難与侍臭｡崖図強学不倦､間道未終､ □遇移舟､陳逢奔脚｡以開元廿二年正月口冒､乃
終干官弟､春秋珊六｡皇上□傷､迫崇有典｡詔贈尚衣奉御､葬令官6乱即以其年二月四日空
千万年県潅水匿恒､礼也｡鳴呼!素車暁引､丹親行哀､嵯遠□今類書日､指窮郊今悲夜台｡
其辞日:囚乃天常､哀叢遠方｡形既埋於異土､魂庶帰於故郷｡
墓誌が記す｢贈尚衣奉御｣は､井真成の死後に追贈された官であり､生前に井真成が尚衣奉御
であったとみなすことはできない｡尚衣奉御は､ 『大唐六典』巻11の記載によると｢天子の衣服｣
に供することを職掌とする官であり､六尚の-で､従五品官であった｡尚衣は六尚中の第三｡尚
衣の前に位置するのは尚食､尚薬で､いずれも皇帝のために服務することを職責とする官である｡
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当然､六尚官はある種の特殊技能を必要とされていた｡たとえば､唐初の武徳年間の閣立徳は､
｢累除して尚衣奉御とす｡立徳造るところの葉風大袋等六服井びに腰輿傘扇､成く典式に依れり｡
時の人これを称す｣とされた(『旧唐書』闇立徳伝､巻77)｡また､唐の香宗には6皇子があり､
そのうちの4人が六尚の長官になった｡その第2子の李成義(李潟)は尚衣奉御であり(『旧唐書』
巻95､列伝第45･容宗諸子)､ ｢尋に卸して入閣す｡改封して衡陽郡王とし､累授して尚衣奉御と
す｣と記された｡皇帝の皇子が六尚の長官となることによっても､六尚の官職の重要性がうかが
えるが､それだけではない｡尚衣の職掌は皇帝に接近することができるため､常に腹心がこの官
職に任じられたのである｡葦氏の乱で功績のあった王崇噂が尚衣奉御を授けられたごとくである｡
六尚の官職の一つの特徴は､同族が同じ官に任じられるということである｡たとえば､唐河上は
尚衣奉御､奉膳大夫であったが､その子の唐従心は尚衣直長に任じられた(1'｡
｢公は姓は井､字は真成｡国は日本と号し｣｡日本の文献にある姓氏を調べても､井姓はない｡
井は中国に着いてからつけた姓であり､真成の名もまた日本名ではなく中国名であろう｡井真成
その人の出自に関しては､内外の典籍でも調べようがない｡
｢国は日本と号し｣｡日本国名の来歴に関して､文献記載を除くと､この墓誌が中国内で目に
することができる最も古い金石文資料である｡日本国名の出現と｢倭国｣名からの変更は､文献
では大化の改新以後になってから現われる現象である｡換言すれば､大化の改新(西暦645年)
以前には｢日本｣は正式国名であったわけではなく､その国名は多くの場合｢倭国｣と称され､
ある文献では｢倭奴国｣と称されていた｡大化の改新以後､ ｢日本｣は国名としてようやく正式
に世界史の舞台に出現したのである｡ 『新唐書』日本伝は､ ｢日本､古の倭奴なり｡京師を去るこ
と万四千里｡新羅を東南に直し､海中に島あり｡ (略)倭名を悪みて更に日本と号す｡使者自ら
言はく､国､日の出る所に近し｡以て名とす｣と記している｡武則天の同意によって､倭国を改
めて｢日本｣と号すことを唐朝が認め､ ｢日本｣は一つの国家の名として正式に世界史に登場し
たのである｡
誌文は井真成を｢才は天の縫せるに綜う｡故に能く命を遠邦に鮎､上国に馳せ競えり｣と記
した｡ ｢遠邦｣は日本を指す｡欠字は｢街｣であろう｡ 『漢書』孫宝伝に｢臣幸いにして命を衝け
て傍を奉ずるを得､職は刺挙にあり｡貴幸の勢を避け､以て視聴の明を塞ぐを敢えてせず｣とあ
る｡ ｢上国｣とは中国唐王朝を指す｡古くは中国を｢上回｣と称したのである｡ 『後漢書』陳蕃伝
に､ ｢天､下は分土に応じ､上国に藩犀たり｣とある｡
とも1=く
｢礼楽を踏みて衣冠を襲う｡束帯して朝口､与に僑うこと難し｣｡欠字は『論語』公冶長に
｢束帯して朝に立ち､賓客と言はしむべきなり｣とあり､ ｢立｣であることを知ることができる｡
身なりを調えて端然とするようすである｡ 『晋書』陶潜伝に､ ｢郡､督郵を遺して県に至る｡吏日
く束帯して之を見るべし｣とある｡ ｢侍｣の音は｢嘆｣であり､並び立つ者の意である｡唐朝の
礼楽に秀で､衣冠を身につけて泰然とする井真成であり､宮廷内には､彼に伍する者はいなかっ
たというのである｡
かん7'=い
｢開元二十二年正月□目､乃ち官弟に終わる｡春秋三十六｡｣｡開元22年はすなわち西暦734年
で､享年36歳であった｡これは風采文才ともに盛りの年頃であり､思いのほかの死であった｡墓
げき
誌が｢移舟に遇い､陳､奔脚に逢わんとは｣と載せるもまた､予想外の死であったことを説明し
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ている｡ ｢陳､奔脚に逢わんとは｣の｢陳｣は｢隙｣とすべきであり､すなわち､時間がきわめ
て早く過ぎ去ることをいう｡ 『礼記』三年間に｢三年の喪は､二十五月にして畢る｡脚の隙を過
ぐるがごとし｣とあり､孔穎達銃に｢脚は脚馬を謂い､隙は空隙を謂う｡脚馬峻疾､空隙狭小､
峻疾を以て狭小を過ぐ､急速これ甚だしきを言う｣とある｡
｢皇上､口く傷みて､迫崇するに典有り｣｡欠字は｢哀｣とすることができよう｡すなわち､
皇上が哀傷して｢迫崇するに典有り｡詔して尚衣崩御を贈り､葬は官を令てロせしむ｡即ち其の
年二月四日を以て､万年県の潅水の医睦に至る｡礼なり｣とされたのである｡詔して井真成に贈
官したということは､井真成が当時においてある程度の影響力を有した日本人遣唐使か､あるい
は傑出した留学生であったことを示している｡そうでなければ宮廷の宿衛であったのだろうか｡
唐代の宿衛制から推測すると､井真成が｢皇帝の宿衛｣であったかどうかは､いまだ知るべくも
ない｡ただし､皇帝からその衣服を管掌する職を贈られたことからみて､井真成が宮廷の侍衛で
あったとみることはできよう｡唐代､新羅･百済･高句麗は唐朝に質を納れて宿衛としていたよ
うに｡質を納れて宿衛とすることに関しては､唐朝と各国の利益は一致していた｡ある面では唐
朝の国威を遠国にまで広げることができ､別の面では､各国にとっても､宿衛となることは､彼
らの本国の現実と合致するものだったのである｡文献にも墓誌にも､井真成が宮廷の侍衛になっ
たということはなんら書かれてはいない｡とはいえ､その死後に明皇･玄宗李隆基が､六尚の一
つである皇帝の生活を掌る官職を贈ったということは､容易ならざることである｡しかも､死後
の葬儀が官制に照らして執りおこなわれていることも､希有なことなのである｡
し
｢葬は官を令て□せしむ｣｡欠字は｢給｣､音はjiであろう｡すなわちその葬儀は､官階に照ら
して行われたのである｡
その死の年が開元22年であったことから考えると､井真成は､開元5 (717)年の第8次遣唐使
(多治比県守を遣唐使とする557人に及ぶ､それ以前に比べて最大の遣唐使)に随って入唐した可
能性が最も高いといえよう｡開元21 (733)年に入唐した第9次遣唐使(多治比広成を大使とし､
人数はさらに多い594人)とも考えられるが､すると入唐時に井真成は35歳である｡このときに
入唐したとするのも､なお､難しい｡新しい資料の発見を待って引きつづき検討すべきであろ
う｡
｢万年県の速読の園原に嘗る｡礼なり｣とある欠字は｢乗｣である｡乗の字の下半部が残って
いる｡万年県は､唐の時代には長安城朱雀大路以東を治める大地域であり､長安県は朱雀大路以
西を管轄する地域である｡ ｢窒｣は墓穴である｡ 『唐代墓誌桑編』の｢周故庭士房君墓誌銘｣に
｢珠滞委逝､玉樹収光｡式銘竜骨空夢､誠地久今天長｣とあり､また､同書の｢張府君墓誌銘井
序｣に｢負土之誠､哀窮玄窯｣とみえる｡潅水は､藍田西南の秦吟山中を源とし､西安の東
で潜水に合流する河川である｡古代長安の著名な八水の一つである｡唐代にはこの地に郷が設置
されており､ 1982年に西安で出土した唐李敬実墓誌に｢十四年二月二十八日､葬干京兆府万年
県渡川郷上質村之西原､礼也｣と見える｡
そLヤたんちょう
｢鳴呼､素車､暁に引き､丹旗､哀を行う｣｡ ｢旗｣は､玄武が措かれた旗であり､幅2.2尺､
長さ8尺の葬列を先導する旗である｡誌文は最後の一句に｢形は既に異土に埋もれ､魂は故郷に
帰らんことを庶う｣という｡この句はこれまで発見された墓誌文中では見られない言葉である｡
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死者の身体は異国で他郷に埋もれるとも､その霊魂は故郷日本に帰らんというのである｡死者
は潅水東原に埋葬された｡潅水は長安城の東に位置し､東方の故郷に向かっている｡
墓誌文の最後には西行の空格があり､これは外国文字を書写するために空けられていたはずで
あるが､日本文字は刻まれていない｡時間が迫っていたためか､あるいは日本語に訳す術がなか
ったのか､あるいはその他の原因によるものなのか､知るよしもない｡ 1955年に西安市西郊土門
村で出土した威通15年の｢蘇諒妻馬氏墓誌銘｣は､後半部にペルシャ語婆羅鉢文(Pahlavi文字)
が書写されていた｡その家郷は西にあるために､墓は長安城西部に営まれた｡明確であろう｡管
見によれば､これは当時の風俗であり､客死した異郷の人に村する葬送習俗なのである｡
墓の主人の埋葬年代は開元期である｡周知のように､武則天から玄宗李隆基に至るまで､中間
に中宗･蓉宗があるが､この時代は唐の政治･経済･軍事･文化が発達した最盛期であった｡と
くにこの開元期は､日本が派遣した使者､留学生､学問僧は､ありきたりの模倣ではなく､中国
文化の精髄に立ち入り､徹底的に吸収し自身のものとしたのである｡よって開元期の使者の派遣
回数は最多の5次に及び､人数も最多､規模が膨大で陣容は整っていたのである｡
総じていえば､井真成墓誌の発見は､歴史書による遣唐使及び日本人留学生研究の資料不足を
補い､唐代の政治･経済･対外文化交流､とりわけ日中関係史研究に対するきわめて得難い資料
を提供するものなのである｡
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本論文は､入唐留学生の身分に関するごく初期の提言である点から今回訳出することとした｡
訳出に際して､史料の誤植には訂正をほどこし､墓誌の読み下し文は､専修大学･西北大学共同
プロジュクト編『遣唐使の見た中国と日本』 (朝日新聞社､ 2005年)によった｡
なお､本論文は､専修大学･西北大学共同プロジェクト編『遣唐使の見た中国と日本』 (朝日
新聞社　2005年)所収､貢麦明(山田智訳) ｢新発見の｢井真成墓誌｣とその基礎的研究｣の論
点に継承されているので､あわせてご参照頂きたい｡ (伊集院葉子･窪田藍)
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